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＜緒言＞	
 π共役系高分子材料は、軽

量、フレキシブル、分子設計の自由度が

高いなどの観点から、電子材料への応用

が強く期待されている。近年では、らせ

ん構造をとるπ共役系高分子が多数報告

されてきており、その特異な構造に起因

する新規物性の発現が期待されている。

特に、置換ポリアセチレンは、そのらせ

んの巻き方向の制御および反転に関する

研究が非常に盛んである。 

これに対し当研究室では、ごく最近、この置換ポリアセチレンのらせんをバネとみなすとその

伸び縮みが可能ではないかとの着想のもと、種々の置換基を有する置換ポリアセチレンの Rh錯体

触媒([Rh(nbd)Cl]2)による合成及び生成ポリマーのらせん構造の種類、らせんの直径とピッチ幅、

およびらせん集合体の相転移に関して詳細に検討してきた (Scheme 1)。その結果、重合条件や外

部刺激によってらせんのピッチが変化（伸縮）し、芳香族置換ポリアセチレン誘導体の側鎖の芳

香環がグラファイトの層間距離に匹敵

する約 3.4 Å の間隔まで近接して積層

（πスタック）させられることが明らか

になった。さらにこのらせんピッチの変

化は、ポリマーの色彩と連動しているこ

とも明らかになり、ポリマーの電子状態

を変化させる手法の一つと位置づける

ことができる (Fig. 1)。本発表では、こ

れらのポリマーのらせんピッチの解析

方法とその制御について報告する。 
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